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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１色を表示する第１カラー画素と第２色を表示する第２カラー画素と第３色を表示す
る第３カラー画素を有しており、各カラー画素が少なくとも２個の小画素を有しており、
その小画素群が第１配置パターンで配置されている第１画素群と、
　第１色を表示する第１カラー画素と第２色を表示する第２カラー画素と第３色を表示す
る第３カラー画素を有しており、各カラー画素が少なくとも２個の小画素を有しており、
その小画素群が前記第１配置パターンとは異なる第２配置パターンで配置されている第２
画素群を備え、
　前記第１画素群と第２画素群が、少なくとも一つの方向に沿って交互に配置されており
、
　前記第１カラー画素が第１小画素と第２小画素とを有しており、前記第２カラー画素が
第３小画素と第４小画素とを有しており、前記第３カラー画素が第５小画素と第６小画素
とを有しており、
　前記第１小画素は第１色の暗表示出力信号によって駆動され、前記第２小画素は第１色
の明表示出力信号によって駆動され、前記第３小画素および前記第４小画素は第２色の表
示出力信号によって駆動され、前記第５小画素は第３色の明表示出力信号によって駆動さ
れ、前記第６小画素は第３色の暗表示出力信号によって駆動され、
　前記明表示出力信号及び暗表示出力信号は、対応するカラー画素に対する指示信号に基
づいて選択されるものであり、選択された明表示出力信号と暗表示出力信号との両者が合
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わさることにより、前記指示信号に対応する表示信号となることを特徴とするカラーディ
スプレイ。
【請求項２】
　前記第１配置パターンと第２配置パターンでは、前記第１小画素と前記第２小画素が第
１方向に隣接して配置されており、前記第３小画素と前記第５小画素が隣接して配置され
ており、前記第４小画素と前記第６小画素が隣接して配置されており、前記第１小画素と
前記第２小画素のいずれか一方と前記第５小画素が前記第１方向と異なる第２方向に隣接
して配置されており、
　前記第１配置パターンでは、前記第５小画素と前記第６小画素が前記第１方向および第
２方向と異なる第３方向に隣接して配置されており、
　前記第２配置パターンでは、前記第５小画素と前記第６小画素が前記第１方向、第２方
向および第３方向と異なる第４方向に隣接して配置されていることを特徴とする請求項１
のカラーディスプレイ。
【請求項３】
　前記第１方向は垂直方向であり、前記第２方向は水平方向であり、前記第３方向は一方
の対角方向であり、前記第４方向は他方の対角方向であることを特徴とする請求項２のカ
ラーディスプレイ。
【請求項４】
　前記第１色のカラー画素は緑色画素であり、前記第２色のカラー画素は赤色画素であり
、前記第３色のカラー画素は青色画素であることを特徴とする請求項１から３のいずれか
のカラーディスプレイ。
【請求項５】
　前記第１配置パターンおよび第２配置パターンでは、前記小画素が２行３列のマトリク
ス状に配置されているとともに、前記第１小画素と前記第２小画素が第１列に配置されて
おり、前記第３小画素と前記第５小画素が第２列に配置されており、前記第４小画素と前
記第６小画素が第３列に配置されていることを特徴とする請求項１のカラーディスプレイ
。
【請求項６】
　前記第１配置パターンは、前記第１小画素を第１行第１列に配置し、前記第２小画素を
第２行第１列に配置し、前記第３小画素を第１行第２列へ配置し、前記第５小画素を第２
行第２列へ配置し、前記第４小画素を第２行第３列へ配置し、前記第６小画素を第１行第
３列へ配置する配置パターンであり、
　前記第２配置パターンは、第１小画素を前記第１行第１列へ配置し、前記第２小画素を
第２行第１列へ配置し、前記第３小画素を第２行第２列へ配置し、前記第５小画素を第１
行第２列へ配置し、前記第４小画素を第１行第３列へ配置し、前記第６小画素を第２行第
３列へ配置する配置パターンであることを特徴とする請求項５のカラーディスプレイ。
【請求項７】
　前記第１画素群の前記第１小画素は第１の緑色暗表示出力信号によって駆動され、前記
第１画素群の前記第２小画素は第１の緑色明表示出力信号によって駆動され、前記第１画
素群の前記第３小画素および前記第４小画素は第１の赤色出力信号によって駆動され、前
記第１画素群の前記第５小画素は第１の青色明表示出力信号によって駆動され、前記第１
画素群の前記第６小画素は第１の青色暗表示出力信号によって駆動され、
　前記第２画素群の前記第１小画素は第２の緑色明表示出力信号によって駆動され、前記
第２画素群の前記第２小画素は第２の緑色明表示出力信号によって駆動され、前記第２画
素群の前記第３小画素および前記第４小画素は第２の赤色出力信号によって駆動され、前
記第２画素群の前記第５小画素は第２の青色明表示出力信号によって駆動され、前記第２
画素群の前記第６小画素は第２の青色暗表示出力信号によって駆動されることを特徴とす
る請求項６のカラーディスプレイ。
【請求項８】
　表示信号に対応付けて明表示信号および暗表示信号を記述している参照テーブルを記憶
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している記憶手段が付加されていることを特徴とする請求項７のカラーディスプレイ。
【請求項９】
　前記小画素を駆動する前記明表示出力信号には、その小画素に対して指示された表示信
号に対応して前記参照テーブルに記述されている明表示信号参照値が用いられ、
　前記暗表示出力信号には、指示された表示信号に対応して前記参照テーブルに記述され
ている暗表示信号参照値が用いられることを特徴とする請求項８のカラーディスプレイ。
【請求項１０】
　前記小画素を駆動する前記暗表示出力信号には、その小画素に隣接する同一色の小画素
群のなかの少なくとも２つに対して指示された表示信号に対応して前記参照テーブルに記
述されている暗表示信号参照値の平均値が用いられることを特徴とする請求項８のカラー
ディスプレイ。
【請求項１１】
　各画素群の第２行に位置する小画素を駆動する表示出力信号には、その小画素に対して
指示された表示信号と、その小画素に隣接する少なくとも１つの画素群に対して指示され
た同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対応して、前記参照テーブルに記述され
ている暗表示信号参照値又は明表示信号参照値が用いられることを特徴とする請求項８の
カラーディスプレイ。
【請求項１２】
　各画素群の第２行に位置する小画素を駆動する明表示出力信号には、その小画素に対し
て指示された表示信号と、その小画素に隣接する少なくとも１つの画素群に対して指示さ
れた同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対応して、前記参照テーブルに記述さ
れている明表示信号参照値が用いられるとともに、
　前記小画素を駆動する前記暗表示出力信号には、その小画素に隣接する同一色の小画素
群のなかの少なくとも２つに対して指示された表示信号又は計算された調整指示信号に対
応して前記参照テーブルに記述されている暗表示信号参照値の平均値が用いられることを
特徴とする請求項８のカラーディスプレイ。
【請求項１３】
　各画素群の第２行および第１行第３列に位置する小画素を駆動する表示出力信号には、
その小画素に対して指示された表示信号と、その小画素に隣接する少なくとも１つの画素
群に対して指示された同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対応して、前記参照
テーブルに記述されている暗表示信号参照値又は明表示信号参照値が用いられることを特
徴とする請求項８のカラーディスプレイ。
【請求項１４】
　各画素群の第２行および第１行第３列に位置する小画素を駆動する明表示出力信号には
、その小画素に対して指示された表示信号と、その小画素に隣接する少なくとも１つの画
素群に対して指示された同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対応して、前記参
照テーブルに記述されている明表示信号参照値が用いられるとともに、
　前記小画素を駆動する前記暗表示出力信号には、その小画素に隣接する同一色の小画素
群のなかの少なくとも２つに対して指示された表示信号又は計算された調整指示信号に対
応して前記参照テーブルに記述されている暗表示信号参照値の平均値が用いられることを
特徴とする請求項８のカラーディスプレイ。
【請求項１５】
　各画素群の第２行、第１行第２列および第１行第３列に位置する小画素を駆動する表示
出力信号には、その小画素に対して指示された表示信号と、その小画素に隣接する少なく
とも１つの画素群に対して指示された同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対応
して、前記参照テーブルに記述されている暗表示信号参照値又は明表示信号参照値が用い
られることを特徴とする請求項８のカラーディスプレイ。
【請求項１６】
　各画素群の第２行、第１行第２列および第１行第３列に位置する小画素を駆動する明表
示出力信号には、その小画素に対して指示された表示信号と、その小画素に隣接する少な
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くとも１つの画素群に対して指示された同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対
応して、前記参照テーブルに記述されている明表示信号参照値が用いられるとともに、
　前記小画素を駆動する前記暗表示出力信号には、その小画素に隣接する同一色の小画素
群のなかの少なくとも２つに対して指示された表示信号又は計算された調整指示信号に対
応して前記参照テーブルに記述されている暗表示信号参照値の平均値が用いられることを
特徴とする請求項８のカラーディスプレイ。
【請求項１７】
　前記第１配置パターンおよび第２配置パターンでは、前記小画素が２行３列のマトリク
ス状に配置されているとともに、前記第１小画素と前記第３小画素が第１列に配置されて
おり、前記第２小画素と前記第５小画素が第２列に配置されており、前記第４小画素と前
記第６小画素が第３列に配置されていることを特徴とする請求項１のカラーディスプレイ
。
【請求項１８】
　前記第１配置パターンは、前記第１小画素を第１行第１列へ配置し、前記第３小画素を
第２行第１列へ配置し、前記第２小画素を第１行第２列へ配置し、前記第５小画素を第２
行第２列へ配置し、前記第６小画素を第１行第３列へ配置し、前記第４小画素を第２行第
３列へ配置する配置パターンであり、
　前記第１配置パターンは、前記第１小画素を第２行第１列へ配置し、前記第３小画素を
第１行第１列へ配置し、前記第２小画素を第２行第２列へ配置し、前記第５小画素を第１
行第２列へ配置し、前記第６小画素を第２行第３列へ配置し、前記第４小画素を第１行第
３列へ配置する配置パターンであることを特徴とする請求項１７のカラーディスプレイ。
【請求項１９】
　前記第１画素群の前記第１小画素は第１の緑色暗表示出力信号によって駆動され、前記
第１画素群の前記第２小画素は第１の緑色明表示出力信号によって駆動され、前記第１画
素群の前記第３小画素および前記第４小画素は第１の赤色出力信号によって駆動され、前
記第１画素群の前記第５小画素は第１の青色明表示出力信号によって駆動され、前記第１
画素群の前記第６小画素は第１の青色暗表示出力信号により駆動され、
　前記第２画素群の前記第１小画素は第２の緑色暗表示出力信号によって駆動され、前記
第２画素群の前記第２小画素は第２の緑色明表示出力信号によって駆動され、前記第２画
素群の前記第３小画素および前記第４小画素は第２の赤色出力信号によって駆動され、前
記第２画素群の前記第５小画素は第２の青色明表示出力信号によって駆動され、前記第２
画素群の前記第６小画素は第２の青色暗表示出力信号によって駆動されることを特徴とす
る請求項１８のカラーディスプレイ。
【請求項２０】
　前記第１画素群の前記第１小画素は第１の緑色暗表示出力信号によって駆動され、前記
第１画素群の前記第２小画素は第１の緑色明表示出力信号によって駆動され、前記第１画
素群の前記第３小画素および前記第４小画素は第１の赤色出力信号によって駆動され、前
記第１画素群の前記第５小画素は第１青色暗表示出力信号によって駆動され、前記第１画
素群の前記第６小画素は第１の青色明表示出力信号によって駆動され、
　前記第２画素群の前記第１小画素は第２の緑色暗表示出力信号によって駆動され、前記
第２画素群の前記第２小画素は第２緑色明表示出力信号によって駆動され、前記第２画素
群の前記第３小画素および前記第４小画素は第２の赤色出力信号によって駆動され、前記
第２画素群の前記第５小画素は第２の青色暗表示出力信号によって駆動され、前記第２画
素群の前記第６小画素は第２の青色明表示出力信号によって駆動されることを特徴とする
請求項６のカラーディスプレイ。
【請求項２１】
　表示信号に対応付けて明表示信号および暗表示信号を記述している参照テーブルを記憶
している記憶手段が付加されていることを特徴とする請求項１９又は２０のカラーディス
プレイ。
【請求項２２】
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　小画素を駆動する前記明表示出力信号には、その小画素に対して指示された表示信号に
対応して前記参照テーブルに記述されている明表示信号参照値が用いられ、
　前記暗表示出力信号には、指示された表示信号に対応して前記参照テーブルに記述され
ている暗表示信号参照値が用いられることを特徴とする請求項２１のカラーディスプレイ
。
【請求項２３】
　前記小画素を駆動する前記暗表示出力信号には、その小画素に隣接する同一色の小画素
群のなかの少なくとも２つに対して指示された表示信号に対応して前記参照テーブルに記
述されている暗表示信号参照値の平均値が用いられることを特徴とする請求項２１のカラ
ーディスプレイ。
【請求項２４】
　各画素群の第２行に位置する小画素を駆動する表示出力信号には、その小画素に対して
指示された表示信号と、その小画素に隣接する少なくとも１つの画素群に対して指示され
た同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対応して、前記参照テーブルに記述され
ている暗表示信号参照値又は明表示信号参照値が用いられることを特徴とする請求項２１
のカラーディスプレイ。
【請求項２５】
　各画素群の第２行に位置する小画素を駆動する明表示出力信号には、その小画素に対し
て指示された表示信号と、その小画素に隣接する少なくとも１つの画素群に対して指示さ
れた同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対応して、前記参照テーブルに記述さ
れている明表示信号参照値が用いられるとともに、
　前記小画素を駆動する前記暗表示出力信号には、その小画素に隣接する同一色の小画素
群のなかの少なくとも２つに対して指示された表示信号又は計算された調整指示信号に対
応して前記参照テーブルに記述されている暗表示信号参照値の平均値が用いられることを
特徴とする請求項２１のカラーディスプレイ。
【請求項２６】
　各画素群の第２行および第１行第３列に位置する小画素を駆動する表示出力信号には、
その小画素に対して指示された表示信号と、その小画素に隣接する少なくとも１つの画素
群に対して指示された同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対応して、前記参照
テーブルに記述されている暗表示信号参照値又は明表示信号参照値が用いられることを特
徴とする請求項２１のカラーディスプレイ。
【請求項２７】
　各画素群の第２行および第１行第３列に位置する小画素を駆動する明表示出力信号には
、その小画素に対して指示された表示信号と、その小画素に隣接する少なくとも１つの画
素群に対して指示された同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対応して、前記参
照テーブルに記述されている明表示信号参照値が用いられるとともに、
　前記小画素を駆動する前記暗表示出力信号には、その小画素に隣接する同一色の小画素
群のなかの少なくとも２つに対して指示された表示信号又は計算された調整指示信号に対
応して前記参照テーブルに記述されている暗表示信号参照値の平均値が用いられることを
特徴とする請求項２１のカラーディスプレイ。
【請求項２８】
　各画素群の第２行、第１行第２列および第１行第３列に位置する小画素を駆動する表示
出力信号には、その小画素に対して指示された表示信号と、その小画素に隣接する少なく
とも１つの画素群に対して指示された同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対応
して、前記参照テーブルに記述されている暗表示信号参照値又は明表示信号参照値が用い
られることを特徴とする請求項２１のカラーディスプレイ。
【請求項２９】
　各画素群の第２行、第１行第２列および第１行第３列に位置する小画素を駆動する明表
示出力信号には、その小画素に対して指示された表示信号と、その小画素に隣接する少な
くとも１つの画素群に対して指示された同一色の表示信号とを平均した調整指示信号に対
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応して、前記参照テーブルに記述されている明表示信号参照値が用いられるとともに、
　前記小画素を駆動する前記暗表示出力信号には、その小画素に隣接する同一色の小画素
群のなかの少なくとも２つに対して指示された表示信号又は計算された調整指示信号に対
応して前記参照テーブルに記述されている暗表示信号参照値の平均値が用いられることを
特徴とする請求項２１のカラーディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラーディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶を通過する光の角度の違いが引き起こす遅延差によって、正面から見たときの液晶
ディスプレイの光透過率と、側面から見たときの液晶ディスプレイの光透過率は相違する
。光伝達の屈折率は観察角度に応じて変化することとなり、観察角度に応じて透過率や輝
度が変化することとなる。一方、異なる色（赤色光や緑色光や青色光等）の光を異なる輝
度で合成すると、カラー歪現象が生じることが知られている。そのことから、カラーディ
スプレイを正面から観察するときと側面から観察するときの間で、カラー歪現象が生じる
こととなる。このカラー歪現象を効果的に改善する技術が必要とされている。
【０００３】
　特許文献１には、一画素を異なる特性をもった複数の領域へ分割し、複数の観察方向に
対して視認性が改善されたディスプレイが開示されている。しかしながら、ディスプレイ
製造後は、さらなる調整は一切なされず、異なる領域が異なる視野角に対応するという事
実が、またディスプレイの品質を落とすこともある。
【０００４】
　特許文献２には、異なる駆動装置を用い、異なる視野角の二つのガンマ曲線に従って、
各二つのフレーム時間内で指示信号を入力する方法が開示されている。しかしながら、各
二つのフレーム時間内で作成された変化がちらつき現象を招くとともに、実際には特定の
視野角での画像表示に画素の半分しか含まれないことから、画像の品質を低下させてしま
うとともに、他の多くの異なる視野角において生ずる問題を解決することができないとい
う問題がある。
【０００５】
　特許文献３には、２×２を超える小画素を用いて画像を表示し、計算値を用いて指示画
像を調整し、異なる比の明画素と暗画素を用いて画像を完成させる方法が開示されている
。この技術では、複数画素を用いて様々な動きを表示する場合や、各画素を個別ユニット
として取り扱う環境下では、カラー歪等の問題を解決するために１７０ｄｐｉを超す解像
度が要求される。
【０００６】
　図１を参照されたい。図１は、従来技術によるカラーディスプレイ１０の小画素の配置
手法を示す斜視図である。図１に示すように、従来のカラーディスプレイ１０（液晶ディ
スプレイ等）は、マトリスク状に配置されている複数の画素群１１，１２を備えている。
その画素群１１、１２には、赤色画素と緑色画素と青色画素とが含まれている。一例とし
て画素群１１を取り上げる。画素群１１では、第１の赤色小画素１１１と第２の赤色小画
素１１２によって赤色画素が構成されており、第３の緑色小画素１１３と第４の緑色小画
素１１４によって緑色画素が構成されており、第５の青色小画素１１５と第６の青色小画
素１１６によって青色画素が構成されている。
　このカラーディスプレイ１０では、各色のカラー画素を二つの小画素に分割するととも
に、小画素を明表示信号と暗表示信号を用いて駆動する。それにより、小画素全体によっ
てグレースケール値を形成して一色を表示し、ディスプレイの視野角を改善するとともに
、大きな視野角差において生ずるカラー歪を改善する。
【０００７】
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　図２に示すように、第１の赤色小画素１１１は赤色明表示信号Ｈ（Ｒ１）により駆動さ
れ、第２の赤色小画素１１２は赤色暗表示信号Ｌ（Ｒ１）により駆動される（図２に示す
斜線はそれらが暗表示信号によって駆動されることを示す）。第１の赤色小画素１１１と
第２の赤色小画素１１２は全体で画素群１１の赤色画素（Ｒ１）を形成し、赤色画素群１
１のカラー歪と視野角を改善する。同様に、第１の画素群１１中の緑色画素と青色画素は
同じ方法により駆動されて第１の画素群１１のカラー歪と視野角を改善する。
【０００８】
　一般に、液晶ディスプレイ内で発生するカラー歪の程度は、赤緑青の各色の間のグレー
スケール値の差に関係している。図３および図４から図６を参照されたい。図３は、ユー
ザが液晶ディスプレイ２００を点Ｑにおいて観察しているときの位置関係を示す斜視図で
ある。図４から図６は、異なる視野角に対する赤色光と緑色光と青色光のグレースケール
値と正規化透過率の関係を示す曲線図である。例えば画素のグレースケール値が０から２
５５の間にあるとすると、任意のグレースケール値の正面視に対する正規化透過率は、対
応するグレースケール値の正面視に対する透過率を、最大グレースケール値（通常の黒色
液晶表示用の２５５等）によって除算したものとなる。任意のグレースケール値の側面視
に対する正規化透過率は、対応するグレースケール値の側面視に対する透過率を、最大側
面視グレースケール値（すなわち、グレースケール値２５５等）によって除算したものと
なる。からなる対応側面視透過率となる。
【０００９】
　図３に示すように、点Ｑと液晶ディスプレイ２００の中心とを結ぶ直線と、液晶ディス
プレイ２００に垂直なｚ軸ベクトルとの間の内角をθとする。点Ｑを液晶ディスプレイ２
００上に投影した点と液晶ディスプレイ２００の中心とを結ぶ直線と、ｙ軸との間の内角
をψとする。図４から図６のそれぞれには、角度（ψ，θ）が（０，０），（０，４５）
，（０，６０）であるときのグレースケール値と正規化透過率との関係を示す曲線と、角
度（０，６０）のときの正規化透過率と角度（０．０）のときの正規化透過率との差を示
す曲線２０４が示されている。
　図５に示すように、曲線２０５は角度（ψ，θ）が（０，０）に等しいときのグレース
ケール値と正規化透過率との間の関係を示しており、曲線２０６は角度（ψ，θ）が（０
，４５）に等しいときのグレースケール値と正規化透過率との間の関係を示しており、曲
線２０７は角度（ψ，θ）が（０，６０）に等しいときのグレースケール値と正規化透過
率との間の関係を示している。また、曲線２０８は、角度（ψ，θ）が（０，６０）に等
しいときの正規化透過率２０７と、角度（ψ，θ）が（０，０）に等しいときの正規化透
過率２０５との差を示している。角度（ψ，θ）が（０，０）に等しいときは、ユーザが
液晶ディスプレイ２００を正面から視認していることを示しており、角度（ψ，θ）が（
０，４５）又は（０，６０）に等しいときは、ユーザが４５°の角度あるいは６０°の角
度から液晶ディスプレイを斜視していることを示している。
【００１０】
　図４から図６に示すように、グレースケール値が同一であっても、正面視に対する正規
化透過率と側面視に対する正規化透過率とは相違することとなる。そのことから、カラー
歪が発現することになる。
　ここで、グレースケール値が０又は２５５へと近づくと、正面視に対する正規化透過率
と側面視に対する正規化透過率との間の差は減少し、０％へと近づく。例えば、青色画素
のグレースケール値を１２８とすることを考える。このとき、青色暗表示信号（青色暗表
示用の小画素１１５のグレースケール値）をゼロとし、青色明表示信号（青色明表示用の
小画素１１６のグレースケール値）を１９０とすることで、両者の小画素１１５、１１６
のグレースケール値を合算した青色画素全体のグレースケール値を１２８とすることがで
きる。グレースケール値がゼロであるとき、およびグレースケール値が１９０であるとき
は、グレースケール値が１２８であるときに比して、正面視に対する正規化透過率と側面
視に対する正規化透過率との差が小さい。従って、青色暗表示信号と青色明表示信号の両
者を用いることによって、正面視に対する正規化透過率と側面視に対する正規化透過率と
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の差を抑制することができる。その結果、同じ輝度で画素表示をしながら、カラー歪等の
問題を改善することが可能となる。
【特許文献１】米国特許第５７１７４７４号明細書
【特許文献２】米国特許第５８４７６８８号明細書
【特許文献３】米国特許出願第２００２／０１４９５９８号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　従来のカラーディスプレイでは、明表示信号によって駆動される小画素は第１行に集合
して配置されており、暗表示信号によって駆動される小画素は第２行に集合して配置され
ているので、表示画像の輝度が不均一となる現象を招くことがあり、表示性能が低下する
こともある。
　本発明は上記の課題を解決する。本発明は、カラー歪の低減や視野角の改善とともに、
表示画像の輝度が均一化されたカラーディスプレイを具現化するための技術を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の技術によって具現化されるカラーディスプレイ装置は、第１画素群と第２画素
群を備えている。第１画素群は、第１色を表示する第１カラー画素と第２色を表示する第
２カラー画素と第３色を表示する第３カラー画素を有している。各カラー画素は、少なく
とも２個の小画素を有している。第１画素群では、それらの小画素群が、第１配置パター
ンで配置されている。第２画素群は、第１色を表示する第１カラー画素と第２色を表示す
る第２カラー画素と第３色を表示する第３カラー画素を有している。各カラー画素は、少
なくとも２個の小画素を有している。第２画素群では、それらの小画素群が、第２配置パ
ターンで配置されている。このカラーディスプレイは、第１画素群と第２画素群が、少な
くとも一つの方向に沿って交互に配置されていることを特徴とする。
【００１３】
　このカラーディスプレイでは、各カラー画素の少なくとも一つの小画素を明表示出力信
号によって駆動し、各カラー画素の少なくとも一つの小画素を暗表示出力信号によって駆
動することができる。それにより、カラー歪の低減や視野角の改善を図ることができる。
　ここで、明表示出力信号及び暗表示出力信号は、対応するカラー画素に対する指示信号
に基づいて選択されるものであり、選択された明表示出力信号と暗表示出力信号との両者
が合わさることにより、前記指示信号に対応する表示信号となる。
　このカラーディスプレイでは、小画素が第１配置パターンによって配置されている第１
画素群と、小画素が第１配置パターンと異なる第２配置パターンによって配置されている
第２画素群が、交互に配置されている。それにより、明表示用の小画素や暗表示用の小画
素が、表示画面上において一様に分布することとなり、表示画像の輝度が均一化される。
　このカラーディスプレイによると、カラー歪の低減や視野角の改善とともに、表示画像
の輝度が均一化される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明の目的、特徴、利点をさらに明瞭にするために、本発明を実施する好適な実施形
態について、図面を参照しながら詳細に説明する。
（第１実施形態）
　図７を参照されたい。図７は、本発明の第１の実施形態のカラーディスプレイ３０を示
している。図７に示すように、カラーディスプレイ３０は、マトリクス状に配置されてい
る複数の画素群３１，３２を備えている。画素群３１，３２のそれぞれには、第１カラー
画素と第２カラー画素と第３カラー画素が含まれる。例えば第１画素群３１には、緑色を
表示する第１カラー画素（緑色画素）と、赤色を表示する第２カラー画素（赤色画素）と
、青色を表示する第３カラー画素（青色画素）を備えている。緑色画素は、第１緑色小画
素３１１と第２緑色小画素３１２を備えており、赤色画素は第３赤色小画素３１３と第４
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赤色小画素３１４を備えており、青色画素は第５青色小画素３１５と第６青色小画素３１
６を備えている。
　第１画素群３１や第２画素群３２において、複数の小画素は２行３列のマトリクス状に
配置されていることが好ましい。加えて、第１画素群３１と第２画素群３２の小画素は、
次の規則に従って配置されていることが好ましい。即ち、第１緑色小画素と第２緑色小画
素を第１列（図面縦方向を列とする）に配置し、第３赤色小画素と第５青色小画素を第２
列に配置し、第４赤色小画素と第６青色小画素を第３列に配置する。
【００１５】
　本実施形態のカラーディスプレイ３０では、第１画素群３１において、第１緑色小画素
３１１と第２緑色小画素３１２は互いに隣接しており、第１画素群３１の第１列（図面縦
方向を列とする）に配置されている。また、第３赤色小画素３１３と第５青色小画素３１
５は互いに隣接しており、第１画素群３１の第２列に配置されている。また、第４赤色小
画素３１４と第６青色小画素３１６は互いに隣接しており、第１画素群３１の第３列に配
置されている。詳しくは、第１画素群３１の第１緑色小画素３１１は第１画素群３１の第
１行第１列に配置されており、第１画素群３１の第２緑色小画素３１２は第１画素群３１
の第２行第１列に配置されており、第１画素群３１の第３赤色小画素３１３は第１画素群
３１の第１行第２列に配置されており、第１画素群３１の第５青色小画素３１５は第１画
素群３１の第２行第２列に配置されており、第１画素群３１の第６青色小画素３１６は第
１画素群３１の第１行第３列に配置されており、第１画素群３１の第４赤色小画素３１４
は第１画素群３１の第２行第３列に配置されている。
【００１６】
　一方、第２画素群３２における小画素の配置は、前記した規則に従うものであるが、第
１画素群３１における小画素の配置とは異なっている。第２画素群３２では、第１画素群
３１と同様に、第１緑色小画素３２１と第２緑色小画素３２２が第１列に配置されており
、第３赤色小画素３２３と第５青色小画素３２５が第２列に配置されており、第４赤色小
画素３２４と第６青色小画素３２６が第３列に配置されている。ただし、第２列では、第
１画素群３１と比較して、第３赤色小画素３２３と第５青色小画素３２５の位置が反転さ
れている。また、第３列でも、第１画素群３１と比較して、第４赤色小画素３２４と第６
青色小画素３２６の位置が反転されている。詳しくは、第２画素群３２の第１緑色小画素
３２１は第２画素群３２の第１行第１列に配置されており、第２画素群３２の第２緑色小
画素３２２は第２画素群３２の第２行第１列に配置されており、第２画素群３２の第３赤
色小画素３２３は第２画素群３２の第２行第２列に配置されており、第２画素群３２の第
５青色小画素３２５は第２画素群３２の第１行第２列に配置されており、第２画素群３２
の第４赤色小画素３２４は第２画素群３２の第１行第３列に配置されており、第２画素群
３２の第６青色小画素３２６は第２画素群３２の第２行第３列に配置されている。
【００１７】
　図８を参照されたい。図８は、それぞれの小画素が、明表示信号と暗表示信号のいずれ
によって駆動されるのかを示す図である。図８では、暗表示信号によって駆動される小画
素に、ハッチングが施されている。第１画素群３１と第２画素群３２の小画素を駆動する
表示信号について以下に説明する。
　第１画素群３１の第１緑色小画素３１１は、第１緑色暗表示信号Ｌ（Ｇ１）によって駆
動される。第１画素群３１の第２緑色小画素３１２は、第１緑色明表示信号Ｈ（Ｇ１）に
よって駆動される。第１緑色小画素３１１と第２の緑色小画素３１２の両者によって、第
１画素群３１への緑色表示信号Ｇ１に対応する表示（グレースケール値）がなされる。第
１画素群３１の第３赤色小画素３１３と第４赤色小画素３１４は、共通の第１赤色表示信
号Ｒ１によって駆動される。赤色に起因して生じるカラー歪は軽微なことから、赤色小画
素３１３，３１４の駆動に明表示信号や暗表示信号は使用しない。第３赤色小画素３１３
と第４赤色小画素３１４の両者によって、第１画素群３１への赤色表示信号Ｒ１に対応す
る表示（グレースケール値）がなされる。第１画素群３１の第５青色小画素３１５は、第
１青色明表示信号Ｈ（Ｂ１）によって駆動される。第１画素群３１の第６青色小画素３１
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６は、第１青色暗表示信号Ｌ（Ｂ１）によって駆動される。第５青色小画素３１５と第６
青色小画素３１６の両者によって、第１画素群３１への青色表示信号Ｂ１に対応する表示
（グレースケール値）なされる。
【００１８】
　第２画素群３２の第１緑色小画素３２１は、第２緑色明表示信号Ｈ（Ｇ２）によって駆
動される。第２画素群３２の第２緑色小画素３２２は、第２緑色暗表示信号Ｌ（Ｇ２）に
よって駆動される。第１緑色小画素３２１と第２緑色小画素３２２の両者によって、第２
画素群３２への緑色表示信号Ｇ２に対応する表示がなされる。第２画素群３２の第３赤色
小画素３２３と第４赤色小画素３２４は、共通の第２赤色表示信号Ｒ２によって駆動され
る。赤色に起因して生じるカラー歪は軽微なことから、赤色小画素３２３，３２４の駆動
に明表示信号や暗表示信号は使用しない。第３赤色小画素３２３と第４赤色小画素３２４
の両者によって、第２画素群３２への第２赤色表示信号に対応する表示がなされる。第２
画素群３２の第５青色小画素３２５は、第２青色明表示信号Ｈ（Ｂ２）によって駆動され
る。第２画素群３２の第６青色小画素３２６は、第２青色暗表示信号Ｌ（Ｂ２）によって
駆動される。第５青色小画素３２５と第６青色小画素３２６の両者によって、第２画素群
３２への青色表示信号Ｂ２に対応する表示がなされる。
　図８に示すように、ハッチングが付された小画素は暗表示信号により駆動される。暗表
示信号によって駆動される小画素は、画素群の全体に均一に分散されており、図２を示し
て説明した輝度が不均一となる従来の問題が抑制される。同時に、明表示信号と暗表示信
号の両者によって駆動することで、カラー歪と視野角が改善される効果が維持されている
。
【００１９】
（第１の駆動方式）
　次に、カラーディスプレイ３０を駆動するための第１の駆動方式について説明する。図
１９を参照されたい。図１９に示すように、明表示信号と暗表示信号は、参照テーブル８
０により得られる。参照テーブル８０は、表示信号群８１と、明表示信号群８２と、暗表
示信号群８３を記述している。詳しくは、表示信号群８１が記述する表示信号（グレース
ケール値）Ｘ１、Ｘ２、・・に対応して、明表示信号群８２は明表示信号Ｙ１、Ｙ２、・
・を記述しており、暗表示信号群８３は暗表示信号Ｚ１、Ｚ２、・・を記述している。な
お、明表示信号群８２を明表示信号参照テーブル８２といい、暗表示信号群８３を暗表示
信号参照テーブル８３ということがある。
【００２０】
　第１の駆動方式では、指示された表示信号Ｘ１、Ｘ２、・・に基づいて、明表示信号参
照テーブル８２から明表示信号Ｙ１、Ｙ２、・・を決定し、暗表示信号参照テーブル８３
から暗表示信号Ｚ１、Ｚ２、・・を決定する。第１の駆動方式では、各小画素に出力され
る明表示出力信号および暗表示出力信号は、明表示信号参照テーブル８２および暗表示信
号参照テーブル８３に記述されている信号値に等しい。参照テーブル８０は、カラー毎に
用意されている（ここでは赤色を除く）。例えば、第１画素群３１の緑色画素を駆動する
場合、第１画素群３１への第１緑色指示信号Ｇ１に基づいて、緑色明表示信号８２群から
第１緑色明表示信号Ｈ（Ｇ１）を決定するとともに、緑色暗表示信号８３群から第１緑色
暗表示信号Ｌ（Ｇ１）を決定する。そして、決定した緑色明表示信号Ｈ（Ｇ１）によって
第２緑色小画素３１２を駆動し、決定した緑色暗表示信号Ｌ（Ｇ１）によって第１緑色小
画素３１１を駆動する。双方の緑色小画素３１１，３１２によって、第１画素群３１では
第１緑色指示信号Ｇ１に対応する緑色表示（グレースケール値）がなされる。
【００２１】
　本明細書にて利用する技術用語について説明する。
１．　指示信号：ディスプレイの各画素に対する指示信号であり、図面中ではＨやＬを用
いずに図示されている。例えば、図８に示すように、第１画素群３１の第３赤色小画素３
１３と第４赤色小画素３１４は共に第１赤色指示信号により駆動されることから、図中に
おいて赤色小画素３１３、３１４にＲ１が付されている。
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２．　調整指示信号：特定の計算（例えば平均値計算）によって、指示信号を調整した信
号である。
３．　暗表示信号：指示信号や調整指示信号に対応する暗表示用の信号であり、図面中で
はＬを付して示している。例えば、図８に示すように、第１画素群３１の第１緑色小画素
３１１は第１緑色暗表示信号Ｌ（Ｇ１）により駆動されることから、図中において第１緑
色小画素３１１にＬ（Ｇ１）が付されている。
４．　明表示信号：明表示信号は指示信号や調整指示信号に対応する明表示用の信号であ
り、図面中ではＨを付して示している。例えば、図８に示すように、第１画素群３１の第
２緑色小画素３１２は第１緑色明表示信号Ｌ（Ｈ１）によって駆動されることから、図中
において第２緑色小画素３１２にＬ（Ｈ１）が付されている。
５．　暗表示信号参照値：指示信号や調整指示信号に対応して、参照テーブル８０の暗表
示信号参照テーブル８３に記述されている信号値である。
６．　明表示信号参照値：指示信号や調整指示信号に対応して、参照テーブル８０の明表
示信号参照テーブル８２に記述されている信号値である。
７．　暗表示出力信号：小画素へ出力する実際の暗表示信号である。暗表示出力信号は、
暗表示信号参照テーブル８３に記述されている暗表示信号参照値Ｚ１、Ｚ２・・に直接等
しいか、暗表示信号参照値Ｚ１、Ｚ２・・から計算して決定される。
８．　明表示出力信号：小画素へ出力する実際の明表示信号である。明表示出力信号は、
明表示信号参照テーブル８２に記述されている明表示信号参照値Ｙ１、Ｙ２・・に直接等
しいか、明表示信号参照値Ｙ１、Ｙ２・・から計算して決定される。
【００２２】
　図２０を参照されたい。図２０は、本発明を実施する信号処理システム９０を示す図で
ある。図２０に示すように、信号処理システム９０は、第１参照値決定部９１と、第２参
照値決定部９２と、データ選択器９３と、タイミングコントローラ９４とを備えている。
第１参照値決定部９１と第２参照値決定部９２には、参照テーブル８０が記憶されている
。指示信号は、第１参照値決定部９１と第２参照値決定部９２へ入力される。第１参照値
決定部９１は、入力した指示信号に基づいて、明表示信号を出力する。第２参照値決定部
９２は、入力した指示信号に基づいて、暗表示信号を出力する。決定された明表示信号と
暗表示信号はデータ選択器９３に入力される。データ選択器９３は、一方の表示信号を選
択し、タイミングコントローラ９４へと出力する。タイミングコントローラ９４は、入力
した信号をデータ駆動装置９６へと転送する。データ駆動装置９６は、入力した信号に基
づいて走査駆動装置９７を動作させ、ディスプレイ９８に画像が表示できるようにする。
【００２３】
（第２の駆動方式）
　次に、カラーディスプレイ３０を駆動するための第２の駆動方式について説明する。色
を正しく表示するためには、出力信号（即ち、明表示出力信号と暗表示出力信号）を適切
に決定することが重要である。しかしながら、物体を視認するときに人の目は明表示を注
目中心として捉える傾向がある。そのことから、指示信号から決定する暗表示信号の強さ
を、近接する画素の表示に応じて変化させることが好ましい。そこで、第２の駆動方式で
は、暗表示用の小画素に出力する暗表示出力信号に、その小画素に隣接する同一色の小画
素に対する指示信号に対応する暗表示信号の平均値を用いる。隣接する２以上の小画素へ
の指示信号から定まる２以上の暗表示信号の平均を用いることによって、各画素群におい
て各色の暗表示信号の重みの均衡をとることができ、暗表示信号を用いることによる本来
の効果が得られるとともに、各色信号の位相遷移と画像のちらつき現象を低減させること
ができる。
【００２４】
　第２の駆動方式では、明表示用の小画素に出力される明表示出力信号は、その小画素に
対する指示信号に対応して明表示信号参照テーブル８２に記述されている明表示信号参照
値となる。一方、暗表示用の小画素に出力される実際の暗表示出力信号は、その小画素に
隣接する同一色の小画素に対する指示信号に対応して暗表示信号参照テーブル８３に記述
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されている暗表示信号参照値の平均値となる。
　図９に示すように、例えば、第２画素群３２の第２緑色小画素３２２を例に挙げて説明
する。第２画素群３２の第２緑色小画素３２２には、同じ緑色を表示する第２画素群３２
の第１緑色小画素３２１と、第５画素群３５の第１緑色小画素３５５が隣接している。第
２画素群３２の第１緑色小画素３２１は、第２緑色指示信号Ｇ２に基づいて駆動される。
第５画素群３５の第１緑色小画素３５１は、第５緑色指示信号Ｇ５に基づいて駆動される
。従って、第２画素群３２の第２緑色小画素３２２は、第２緑色指示信号Ｇ２に対応する
緑色暗表示信号Ｌ（Ｇ２）と第５緑色指示信号Ｇ５に対応する緑色暗表示信号Ｌ（Ｇ５）
との平均値（Ｌ（Ｇ２）＋Ｌ（Ｇ５））／２によって駆動される。即ち、第２画素群３２
の第２緑色小画素３２２へ出力する第２緑色暗表示出力信号は、計算した平均値（Ｌ（Ｇ
２）＋Ｌ（Ｇ５））／２となる。なお図９では、０．５Ｌ（Ｇ２）＋０．５Ｌ（Ｇ５）と
記述されている。
【００２５】
　次に、第２画素群３２の第５青色小画素３２６について説明する。第２画素群３２の第
６青色小画素３２６には、同じ青色を表示する第２画素群３２の第５青色小画素３２５と
、第５画素群３５の第５青色小画素３５５が隣接している。第２画素群３２の第５青色小
画素３２５は、第２青色指示信号Ｂ２に基づいて駆動される。第５画素群３５の第５青色
小画素３５５は、第５青色指示信号Ｂ５に基づいて駆動される。従って、第２画素群３２
の第５青色小画素３２６は、第２青色指示信号Ｂ２に対応する青色暗表示信号Ｌ（Ｂ２）
と第５青色指示信号Ｂ５に対応する青色暗表示信号Ｌ（Ｂ５）との平均値（Ｌ（Ｂ２）＋
Ｌ（Ｂ５））／２によって駆動される。即ち、第２画素群３２の第２青色小画素３２６へ
出力される第２青色暗表示出力信号は、（Ｌ（Ｂ２）＋Ｌ（Ｂ５））／２となる。なお図
９では、０．５Ｌ（Ｂ２）＋０．５Ｌ（Ｂ５）と記述されている。
【００２６】
　例えば第１緑色小画素３１１がフレーム端に配置されている場合、第１緑色小画素３１
１への第１緑色表示出力信号は、以下の二つの方法によって決定することが好ましい。そ
の一つの方法は、第１画素群３１の緑色指示信号Ｇ１に対応する緑色暗表示信号Ｌ（Ｇ１
）を用いる。他の一つの方法は、第１画素群３１に隣接する第４画素群３４に対する緑色
指示信号Ｇ４に対応する緑色暗表示信号Ｌ（Ｇ１）を用いる。同様にして、フレーム端に
配置されている他の小画素への表示出力信号についても決定することができる。
　第１の駆動方式とは対照的に、第２の駆動方式では、二つの暗表示信号参照値の平均に
よって、暗表示出力信号が決定される。即ち、小画素に出力する実際の暗表示出力信号は
、参照テーブル８０に記述されている暗表示信号参照値とは異なることとなる。
【００２７】
（第３の駆動方式）
　次に、カラーディスプレイ３０を駆動するための第３の駆動方式について説明する。第
３の駆動方式では、各画素群の第１行に位置する小画素については、その小画素に対する
指示信号に基づいて、参照テーブル８０から明表示出力信号あるいは暗表示出力信号を決
定する。即ち、各画素群の第１行に位置する小画素については、指示信号に対応する明表
示信号参照値あるいは暗表示信号参照値によって駆動される。
　一方、各画素群の第２行に位置する小画素群については、その小画素に対する指示信号
と、その小画素群に隣接する画素群の同一色に対する指示信号との平均値に基づいて、参
照テーブル８０から明表示信号あるいは暗表示信号を決定する。即ち、各画素群の第２行
に位置する小画素については、二つの指示信号を平均した調整指示信号を計算し、計算し
た調整指示信号に対応して参照テーブル８０に記載されている明表示信号参照値あるいは
暗表示信号参照値によって駆動される。
【００２８】
　図１０と図１９を参照しながら、第１画素群３１の第２緑色小画素３１２を例に挙げて
、第２緑色小画素３１２へと出力される第１緑色明表示出力信号について説明する。第１
画素群３１の第２緑色小画素３１２は、第１画素群３１の第２行に位置している。第１画
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素群３１の第２緑色小画素３１２に対する第１緑色指示信号はＧ１である。第１画素群３
１の第２列に位置する小画素群は、第４画素群３４に隣接している。第４画素群に対する
第４緑色指示信号はＧ４である。従って、第１画素群３１の第２緑色小画素３１２は、第
１緑色指示信号Ｇ１と第４緑色指示信号Ｇ４を平均した調整指示信号（Ｇ１＋Ｇ４）／２
に対応して参照テーブル８０の明表示信号参照テーブル８２に記述されている明表示信号
参照値によって駆動される。即ち、第１画素群３１の第２緑色小画素３１２へ出力される
第１緑色明表示出力信号は、Ｈ（（Ｇ１＋Ｇ４）／２）となる。なお図１０では、Ｈ（０
．５Ｇ１＋０．５Ｇ４）と記述されている。
 
第２青色指示信号Ｂ２に対応する青色暗表示信号Ｌ（Ｂ２）と第５青色指示信号Ｂ５に対
応する青色暗表示信号Ｌ（Ｂ５）との平均値（Ｌ（Ｂ２）＋Ｌ（Ｂ５））／２によって駆
動される。同様に、他の画素群の第２行に位置する小画素への明表示出力信号あるいは暗
表示出力信号についても、その小画素への指示信号とその小画素に隣接する画素群の同一
色に対する指示信号とを平均した調整指示信号を計算し、調整指示信号に対応して参照テ
ーブル８０に記述されている明表示出力信号参照値あるいは暗表示出力信号参照値が用い
られる。
　この第３の駆動方式によると、指示信号の段階で平均値の計算処理を行い、計算した指
示信号の平均値に基づいて、明表示信号や暗表示信号を決定する。そのことから、第２の
駆動方式に比して計算処理が簡単化され、より多数の表示信号を処理することが可能とな
る。
【００２９】
（第４の駆動方式）
　次に、カラーディスプレイ３０を駆動するための第４の駆動方式について説明する。第
４の駆動方式は、実質的に、前述した第２の駆動方式と第３の駆動方式を組み合わせたも
のである。即ち、暗表示出力信号は、第２の駆動方式に則して決定される。さらに、各画
素群の第２行に位置する小画素への表示出力信号は、第３の駆動方式に則して決定される
。詳しくは、先ず第３の駆動方式に則して、第２行に位置する小画素の表示出力信号を決
定するための調整指示信号を計算する。さらに、第２の駆動方式に則して、暗表示用の小
画素への暗表示出力信号は、その小画素に隣接する同一色の小画素に対する指示信号に対
応して暗表示信号参照テーブル８３に記述されている暗表示信号参照値の平均値が用いら
れる。
【００３０】
　図１１に示すように、第４の駆動方式では、例えば第２画素群３２内の第２緑色小画素
３２２の駆動に用いる緑色暗表示出力信号は、第２の駆動方式の場合と等価となる。なぜ
なら、第２緑色小画素３２２に隣接する同一色の小画素３２１、３５１が各画素群３２、
３５の第１行に位置しており、調整指示信号を計算する対象にならないためである。同様
に、例えば第２画素群３２内の第２青色小画素３２６の駆動に用いる青色暗表示出力信号
についても、隣接する同一色の小画素３２５、３５５が各画素群３２、３５の第１行に位
置しているので、第２の駆動方式と等価となる。
【００３１】
　第１画素群３１の第２緑色小画素３１２は、第１画素群３１の第２行に位置することか
ら、調整指示信号（Ｇ１＋Ｇ４）／２に基づいて駆動される。詳しくは、調整指示信号（
Ｇ１＋Ｇ４）／２に対応して参照テーブル８０に記述されている緑色明表示信号Ｈ（（Ｇ
１＋Ｇ４）／２）によって駆動される。
　同様に、第４画素群３４の第２緑色小画素３４２は、第４画素群の第２行に位置するこ
とから、調整指示信号（Ｇ４＋Ｇ７）／２に基づいて駆動される。詳しくは、調整指示信
号（Ｇ４＋Ｇ７）／２に対応して参照テーブル８０に記述されている緑色明表示信号Ｈ（
（Ｇ４＋Ｇ７）／２）によって駆動される。
　そして、第４画素群３４の第１緑色小画素３４１に対する緑色暗表示出力信号は、隣接
する緑色小画素３１２に対する調整指示信号（Ｇ１＋Ｇ４）／２に対応する緑色暗表示信
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号参照値Ｌ（（Ｇ１＋Ｇ４）／２）と、隣接する緑色小画素３４２に対する調整指示信号
（Ｇ４＋Ｇ７）／２に対応する緑色暗表示信号参照値Ｌ（（Ｇ４＋Ｇ７）／２）との平均
値となる。即ち、第４画素群３４の第１緑色小画素３４１に対する緑色暗表示出力信号は
、（Ｌ（（Ｇ１＋Ｇ４）／２）＋Ｌ（（Ｇ４＋Ｇ７）／２））／２となる。なお図１１で
は、０．５Ｌ（０．５Ｇ１＋０．５Ｇ４）＋０．５Ｌ（０．５Ｇ４＋０．５Ｇ７）と記述
されている。
【００３２】
（第５の駆動方式）
　次に、カラーディスプレイ３０を駆動するための第５の駆動方式について説明する。第
５の駆動方式は、実質的に、第３の駆動方式の適用範囲を拡大するものである。詳しくは
、第３の駆動方式に加えて、各画素群の第３列に位置する小画素の駆動にも、調整指示信
号を用いるものである。即ち、各画素群の第３列に位置する小画素については、その小画
素に対する指示信号と、その小画素群に隣接する画素群の同一色に対する指示信号との平
均値に基づいて、参照テーブル８０から明表示信号あるいは暗表示信号を決定する。
【００３３】
　図１２に示すように、第１画素群３１の第６青色小画素３１６は、第１画素群３１の第
１行第３列に位置しているので、調整指示信号に基づいて駆動される。詳しくは、先ず、
第６青色小画素３１６への指示信号Ｂ１と、第１画素群３１の第３列に隣接している第２
画素群３２への青色に関する指示信号Ｂ２とを平均した調整指示信号（Ｂ１＋Ｂ２）／２
が計算される。次いで、調整指示信号（Ｂ１＋Ｂ２）／２に対応して参照テーブル８０に
記述されている青色暗表示信号参照値Ｌ（（Ｂ１＋Ｂ２）／２）が特定される。そして、
第１画素群３１の第６青色小画素３１６を、特定した青色暗表示信号参照値Ｌ（（Ｂ１＋
Ｂ２）／２）によって駆動する。なお図１２では、Ｌ（０．５Ｂ１＋０．５Ｂ２）と記述
されている。
　第１画素群３１の第４赤色小画素３１４は、第１画素群３１の第２行第３列に位置して
いるとともに、第２画素群３２と第４画素群３４と第５画素群３５に隣接している。従っ
て、第４赤色小画素３１４に対する赤色表示出力信号には、第１画素群３１に対する赤色
指示信号Ｒ１と、第２画素群３２に対する赤色指示信号Ｒ２と、第４画素群３４に対する
赤色指示信号Ｒ４と、第５画素群３５に対する赤色指示信号Ｒ５とを平均した調整指示信
号（Ｒ１＋Ｒ２＋Ｒ４＋Ｒ５）／４が用いられる。なお図１２では、０．２５（Ｒ１＋Ｒ
２＋Ｒ４＋Ｒ５）と記述されている。
【００３４】
　同様に、第２画素群３２の第６青色小画素３２６は、第２画素群３２の第２行第３列に
位置しているとともに、第３画素群３３と第５画素群３５と第６画素群３６に隣接してい
る。従って、第６青色小画素３２６に対する青色暗表示出力信号は、以下の手順で決定さ
れる。先ず、第２画素群３２に対する青色指示信号Ｂ２と、第３画素群３３に対する青色
指示信号Ｂ３と、第５画素群３５に対する青色指示信号Ｂ５と、第６画素群３６に対する
青色指示信号Ｂ６とを平均した調整指示信号（Ｂ２＋Ｂ３＋Ｂ５＋Ｂ６）／４が計算され
る。次いで、調整指示信号（Ｂ２＋Ｂ３＋Ｂ５＋Ｂ６）／４に対応して参照テーブル８０
に記述されている青色暗表示信号参照値Ｌ（Ｂ２＋Ｂ３＋Ｂ５＋Ｂ６）／４）が特定され
る。第６青色小画素３２６に対する青色暗表示出力信号は、Ｌ（Ｂ２＋Ｂ３＋Ｂ５＋Ｂ６
）／４）と決定される。なお図１２では、Ｌ（０．２５Ｂ２＋０．２５Ｂ３＋０．２５Ｂ
５＋０．２５Ｂ６）と記述されている。このように、第５の駆動方式では、画素群の第２
行に位置する小画素と第１行第３列に位置する小画素について、指示信号を平均した調整
指示信号が用いられる。
【００３５】
（第６の駆動方式）
　次に、カラーディスプレイ３０を駆動するための第６の駆動方式について説明する。第
６の駆動方式では、実質的に、第２の駆動方式と第５の駆動方式とを組み合わせたもので
ある。図１３に示すように、第２画素群３２を例に挙げると、第２緑色小画素３２２への
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緑色暗表示出力信号は、隣接する緑色小画素３２１，３５１が第５駆動方式において調整
指示信号を用いる対象画素とならないことから、第２の駆動方式や第４の駆動方式と等価
となる。同様に、第６青色小画素への青色暗表示出力信号についても、隣接する青色小画
素３２５、３５５が第５駆動方式において調整指示信号を用いる対象画素とならないこと
から、第２の駆動方式や第４の駆動方式と等価となる。
【００３６】
　一方、図１３に示すように、第４画素群３４の第１緑色小画素３４１への緑色暗表示出
力信号は、第４の駆動方式のときと同様に、先ず第５の駆動方式に則して調整指示信号が
計算され、次いで第２の駆動方式に則して暗表示信号参照値の平均値が計算される。即ち
、隣接する第１画素群３１の第２緑色小画素３１２への調整指示信号（Ｇ１＋Ｇ４）／２
を計算し、隣接する第４画素群３４の第２緑色小画素３４２への調整指示信号（Ｇ４＋Ｇ
７）／２を計算し、調整指示信号（Ｇ１＋Ｇ４）／２に対応する緑色暗表示信号参照値Ｌ
（（Ｇ１＋Ｇ４）／２）と調整指示信号（Ｇ４＋Ｇ７）／２に対応する緑色暗表示信号参
照値Ｌ（（Ｇ４＋Ｇ７）／２）とを参照テーブル８０から特定し、それらの平均値（Ｌ（
（Ｇ４＋Ｇ７）／２）＋Ｌ（（Ｇ４＋Ｇ７）／２））／２を計算する。なお図１３では、
０．５Ｌ（０．５Ｇ１＋０．５Ｇ４）＋０．５Ｌ（０．５Ｇ４＋０．５Ｇ７）と記述され
ている。
【００３７】
（第７の駆動方式）
　次に、カラーディスプレイ３０を駆動するための第７の駆動方式について説明する。第
７の駆動方式は、実質的に、第５の駆動方式の適用範囲を拡大するものである。詳しくは
、第５の駆動方式に加えて、各画素群の第１行第２列に位置する小画素の駆動にも、調整
指示信号を用いるものである。ここではさらに、調整指示信号を計算する際に、その画素
と非処理小画素（指示信号をそのまま用いる画素、即ち、第１行第１列の画素）との間の
距離に従って異なる重み係数を用いる。
　第１行第２列の小画素に対しては、同一画素群の第１行第１列の非処理画素が近接して
いるので、同一画素群に対する指示信号に乗ずる重み係数を０．７５と定めることができ
る。一方、隣接する画素群の第１行第１列の非処理画素は、同一画素群のそれよりも離れ
ているので、重み係数を０．２５と定めることができる。
　図１４に示すように、第１画素群３１の第１行第２列の第３赤色小画素３１３への赤色
出力信号は、例えば、第１画素群３１への赤色指示信号Ｒ１に重み係数０．７５を乗じた
指標と、第１画素群３１に隣接する第２画素群３２への赤色指示信号Ｒ２に重み係数０．
２５を乗じた指標との和を計算することで得ることができる。即ち、第１画素群３１の第
３赤色小画素３１３への赤色出力信号は、０．７５Ｒ１＋０．２５Ｒ２と定めることがで
きる。
【００３８】
　一方、第１行第３列の小画素に対しては、隣接する画素群の第１行第１列の非処理画素
が近接しているので、隣接画素群に対する指示信号に乗ずる重み係数を０．７５と定める
ことができる。一方、同一画素群の第１行第１列の非処理画素は、隣接画素群のそれより
も離れているので、重み係数を０．２５と定めることができる。
　例えば、第１画素群３１の第１行第３列の第６青色小画素３１６への青色暗表示出力信
号は、例えば、第１画素群３１への青色指示信号Ｂ１に重み係数０．２５を乗じた指標と
、第１画素群３１に隣接する第２画素群３２への青色指示信号Ｂ２に重み係数０．７５を
乗じた指標との和を計算して調整指示信号０．２５Ｂ１＋０．７５Ｂ２を計算し、計算し
た調整指示信号０．２５Ｂ１＋０．７５Ｂ２に対応する青色暗表示信号参照値Ｌ（０．２
５Ｂ１＋０．７５Ｂ２）を参照テーブル８０から特定することで得ることができる。
【００３９】
　また、第２行第１列の小画素に対しては、同一画素群の第１行第１列の非処理画素まで
の距離と、隣接する画素群の第１行第１列の非処理画素での距離が等しいことから、同一
画素群に対する指示信号に乗ずる重み係数を０．５とするとともに隣接画素群に対する指
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示信号に乗ずる重み係数を０．５と定めることができる。
【００４０】
　また、第２行第２列の小画素に対しては、同一画素群の第１行第１列の非処理画素と、
行方向（行が並ぶ方向）の一方側に隣接する画素群の第１行第１列の非処理画素が等しく
隣接している。また、それらに次いで、列方向（列が並ぶ方向）の一方側に隣接する画素
群の第１行第１列の非処理画素と、列方向の一方側であって行方向の一方側である斜め方
向に隣接する画素群の第１行第１列の非処理画素が等しく隣接している。従って、この場
合、同一画素群に対する指示信号に乗ずる重み係数を０．３８とし、行方向の一方側に隣
接する画素群に対する指示信号に乗ずる重み係数を０．３８とし、列方向の一方側に隣接
する画素群に対する指示信号に乗ずる重み係数を０．１２とし、列方向の一方側であって
行方向の一方側である斜め方向に隣接する画素群に対する指示信号に乗ずる重み係数を０
．１２とすることができる。
　例えば、第１画素群３１の第２行第２列の第５青色小画素３１５への青色明表示出力信
号は、第１画素群３１への青色指示信号Ｂ１に重み係数０．３８を乗じた指標と、第１画
素群３１に対して行方向下方に隣接する第４画素群３４への青色指示信号Ｂ４に重み係数
０．３８を乗じた指標と、第１画素群３１に対して列方向右方に隣接する第２画素群３２
への青色指示信号Ｂ２に重み係数０．１２を乗じた指標と、第１画素群３１に対して列方
向右方であって行方向下方である斜め方向に隣接する第５画素群３５への青色指示信号Ｂ
５に重み係数０．１２を乗じた指標との和を計算して調整指示信号０．３８Ｂ１＋０．３
８Ｂ４＋０．１２Ｂ２＋０．１２Ｂ５を計算し、計算した調整指示信号０．３８Ｂ１＋０
．３８Ｂ４＋０．１２Ｂ２＋０．１２Ｂ５に対応する青色明表示信号参照値Ｈ（０．３８
Ｂ１＋０．３８Ｂ４＋０．１２Ｂ２＋０．１２Ｂ５）を参照テーブル８０から特定するこ
とで得ることができる。
【００４１】
　また、第２行第３列の小画素に対しては、列方向の一方側に隣接する画素群の第１行第
１列の非処理画素と、列方向の一方側であって行方向の一方側である斜め方向に隣接する
画素群の第１行第１列の非処理画素が等しく隣接している。また、それらに次いで、同一
画素群の第１行第１列の非処理画素と、行方向の一方側に隣接する画素群の第１行第１列
の非処理画素が等しく隣接している。従って、この場合、列方向の一方側に隣接する画素
群に対する指示信号に乗ずる重み係数を０．３８とし、列方向の一方側であって行方向の
一方側である斜め方向に隣接する画素群に対する指示信号に乗ずる重み係数を０．３８と
し、同一画素群に対する指示信号に乗ずる重み係数を０．１２とし、行方向の一方側に隣
接する画素群に対する指示信号に乗ずる重み係数を０．１２とすることができる。
　例えば、第１画素群３１の第２行第３列の第４赤色小画素３１４への赤色表示出力信号
は、第１画素群３１に対して列方向右方に隣接する第２画素群３２への赤色指示信号Ｒ２
に重み係数０．３８を乗じた指標と、第１画素群３１に対して列方向右方であって行方向
下方である斜め方向に隣接する第５画素群３５への赤色指示信号Ｒ５に重み係数０．３８
を乗じた指標と、第１画素群３１への赤色指示信号Ｒ１に重み係数０．１２を乗じた指標
と、第１画素群３１に対して行方向下方に隣接する第４画素群３４への赤色指示信号Ｒ４
に重み係数０．１２を乗じた指標との和を計算して調整指示信号０．１２Ｒ１＋０．１２
Ｒ４＋０．３８Ｒ２＋０．３８Ｒ５を計算することで得ることができる。
【００４２】
（第８の駆動方式）
　次に、カラーディスプレイ３０を駆動するための第８の駆動方式について説明する。第
８の駆動方式は、実質的に、第２の駆動方式と第７の駆動方式を組み合わせたものである
。即ち、第７の駆動方式に則して各画素群の第２行と第１行第３列と第１行第２列に位置
する小画素について重み係数を用いた調整指示信号を計算するとともに、暗表示用の小画
素については第２の駆動方式に則して隣接する同一色の小画素に対する表示信号に対応す
る暗表示信号参照値の平均値を用いて駆動する。ここで、例えば、第２画素群３２の緑色
小画素３２２については、隣接する緑色の小画素３２１、３２５が第７の駆動方式におけ
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る非処理画素（調整指示信号が計算されない）であることから、第２の駆動方式のときと
同じ表示出力信号によって駆動される。
【００４３】
　図１５に示すように、第２画素群３２の第５青色小画素３２５への青色明表示出力信号
は、第７の駆動方式に則して、Ｈ（０．７５Ｂ２＋０．２５Ｂ３）と定められる。同様に
、第５画素群３５の第５青色小画素３５５への青色明表示出力信号は、第７の駆動方式に
則して、Ｈ（０．７５Ｂ５＋０．２５Ｂ６）と定められる。
　従って、第２画素群３２の第６青色小画素３２６の青色暗表示出力信号は、隣接する青
色小画素３２５への調整指示信号０．７５Ｂ２＋０．２５Ｂ３に対応する暗表示信号参照
値Ｌ（０．７５Ｂ２＋０．２５Ｂ３）と、隣接する青色小画素３５５への調整指示信号０
．７５Ｂ５＋０．２５Ｂ６に対応する暗表示信号参照値Ｌ（０．７５Ｂ５＋０．２５Ｂ６
）との平均値０．５（Ｌ（０．７５Ｂ２＋０．２５Ｂ３）＋Ｌ（０．７５Ｂ５＋０．２５
Ｂ６））となる。
【００４４】
（第２実施形態）
　図１６を参照されたい。図１６、本発明の第２の実施形態のカラーディスプレイ５０を
示している。図１６に示すように、カラーディスプレイ５０は、マトリクス状に配置され
ている複数の画素群５１，５２を備えている。画素群５１，５２のそれぞれには、第１カ
ラー画素と第２カラー画素と第３カラー画素が含まれる。例えば第１画素群５１には、緑
色を表示する第１カラー画素（緑色画素）と、赤色を表示する第２カラー画素（赤色画素
）と、青色を表示する第３カラー画素（青色画素）を備えている。緑色画素は、第１緑色
小画素５１１と第２緑色小画素５１２を備えており、赤色画素は第３赤色小画素５１３と
第４赤色小画素５１４を備えており、青色画素は第５青色小画素５１５と第６青色小画素
５１６を備えている。
　第１画素群５１や第２画素群５２の各画素群では、６つの小画素が２行３列のマトリク
ス状に配置されている。また、各画素群では、第１小画素と第３小画素が第１列に配置さ
れており、第２小画素と第５小画素が第２列に配置されており、第４小画素と第６小画素
が第３列に配置されている。
【００４５】
　図１６に示すように、例えば、第１画素群５１では、第１緑色小画素５１１と第３赤色
小画素５１３が、互いに隣接して第１列に配置されている。また、第２緑色小画素５１２
と第５青色小画素５１５が、互いに隣接して第２列に配置されている。また、第４赤色小
画素５１４と第６青色小画素５１６が、互いに隣接させて第１の画素群５１の第３列に配
置されている。詳しくは、第１画素群５１の第１緑色小画素５１１は第１画素群５１の第
１行第１列に配置されており、第１画素群５１の第３赤色小画素５１３は第１画素群５１
の第２行第１列に配置されており、第１画素群５１の第２緑色小画素５１２は第１画素群
５１の第１行第２列に配置されており、第１画素群５１の第５青色小画素５１５は第１画
素群５１の第２行第２列に配置されており、第１画素群５１の第６青色小画素５１６は第
１画素群５１の第１行第３列に配置されており、第１画素群５１の第４赤色小画素５１４
は第１画素群５１の第１行第３列に配置されている。
【００４６】
　一方、第２画素群５２における小画素の配置は、前記した規則に従うものであるが、第
１画素群５１における小画素の配置とは異なっている。具体的には、第１行と第２行が反
転された配置となっている。第２画素群５２の第１行の小画素配置は第１画素群５１の第
２行小画素配置と同一であり、第２画素群５２の第２行の小画素配置は第１画素群５１の
第１行の小画素配置と同一である。詳しくは、第２画素群５２の第１緑色小画素５２１は
第２画素群５２の第２行第１列に配置されており、第２画素群５２の第３赤色小画素５２
３は第２画素群５２の第１行第１列に配置されており、第２画素群５２の第２緑色小画素
５２２は第２画素群５２の第２行第２列に配置されており、第２画素群５２の第５青色小
画素５２５は第２画素群５２の第１行第２列に配置されており、第２画素群５２の第６青



(18) JP 5089877 B2 2012.12.5

10

20

30

40

50

色小画素５２６は第２画素群５２の第２行第３列に配置されており、第２画素群５２の第
４赤色小画素５２４は第２画素群５２の第１行第３列に配置されている。
【００４７】
　図１７を参照されたい。図１７は、それぞれの小画素が、明表示信号と暗表示信号のい
ずれによって駆動されるのかを示す図である。図１７では、暗表示信号によって駆動され
る小画素に、ハッチングが施されている。
　図１７に示すように、第１画素群５１の第１緑色小画素５１１は、第１緑色暗表示信号
Ｌ（Ｇ１）によって駆動される。第１画素群５１の第２緑色小画素５１２は、第１緑色明
表示信号Ｈ（Ｇ１）によって駆動される。第１緑色小画素５１１と第２緑色小画素５１２
の両者によって、第１画素群５１への緑色表示信号Ｇ１に対応する表示（グレースケール
値）がなされる。第１画素群５１の第３赤色小画素５１３と第４赤色小画素５１４は、共
通の第１赤色表示信号Ｒ１によって駆動される。赤色に起因して生じるカラー歪は軽微な
ことから、赤色小画素５１３，５１４の駆動に明表示信号や暗表示信号は使用しない。第
３赤色小画素５１３と第４赤色小画素５１４の両者によって、第１画素群５１への赤色表
示信号Ｒ１に対応する表示（グレースケール値）がなされる。第１画素群５１の第５青色
小画素５１５は、第１青色暗表示信号Ｌ（Ｂ１）によって駆動される。第１画素群５１の
第６青色小画素５１６は、第１青色明表示信号Ｈ（Ｂ１）によって駆動される。第５青色
小画素５１５と第６青色小画素５１６の両者によって、第１画素群５１への青色表示信号
Ｂ１に対応する表示（グレースケール値）なされる。
【００４８】
　第２画素群５２の第１緑色小画素５２１は、第２緑色暗表示信号Ｌ（Ｇ２）によって駆
動される。第２画素群５２の第２緑色小画素５２２は、第２緑色明表示信号Ｈ（Ｇ２）に
よって駆動される。第１緑色小画素５２１と第２緑色小画素５２２の両者によって、第２
画素群５２への緑色表示信号Ｇ２に対応する表示がなされる。第２画素群５２の第３赤色
小画素５２３と第４赤色小画素５２４は、共通の第２赤色表示信号Ｒ２によって駆動され
る。第３赤色小画素５２３と第４赤色小画素５２４の両者によって、第２画素群５２への
第２赤色表示信号に対応する表示がなされる。第２画素群５２の第５青色小画素５２５は
、第２青色暗表示信号Ｌ（Ｂ２）によって駆動される。第２画素群５２の第６青色小画素
５２６は、第２青色暗表示信号Ｈ（Ｂ２）によって駆動される。第５青色小画素５２５と
第６青色小画素５２６の両者によって、第２画素群５２への青色表示信号Ｂ２に対応する
表示がなされる。
【００４９】
　図１７に示すように、ハッチングが付された小画素は暗表示信号により駆動される。暗
表示信号によって駆動される小画素は、画素群の全体に均一に分散されており、図２を示
して説明した輝度が不均一となる従来の問題が抑制される。同時に、明表示信号と暗表示
信号の両者によって駆動することで、カラー歪と視野角が改善される。
【００５０】
　図１８を参照されたい。図１８は、カラーディスプレイ５０の小画素を明表示信号と暗
表示信号を用いて駆動する際の別例を示す図である。図１８では、暗表示信号によって駆
動される小画素に、ハッチングが施されている。図１８に示す別例では、第１画素群５１
の第１緑色小画素５１１は、第１緑色暗表示信号Ｌ（Ｇ１）によって駆動される。第１画
素群５１の第２緑色小画素５１２は、第１緑色明表示信号Ｈ（Ｇ１）によって駆動される
。第１画素群５１の第３赤色小画素５１３と第４赤色小画素５１４は、共通の赤色表示信
号Ｒ１によって駆動される。第１画素群５１の第５青色小画素５１５は、第１青色明表示
信号Ｈ（Ｂ１）によって駆動される。第１画素群５１の第６青色小画素５１６は、第１青
色暗表示信号Ｌ（Ｂ１）によって駆動される。第５の青色小画素５１５と第６の青色小画
素５１６を合成して第１の画素群５１の青色（Ｂ１）を形成する。
　また、第２画素群５２の第１緑色小画素５２１は、第２緑色暗表示信号Ｌ（Ｇ２）によ
って駆動される。第２画素群の第２緑色小画素５２２は、第２緑色明表示信号Ｈ（Ｇ２）
によって駆動される。第２画素群５２の第３赤色小画素５２３と第４赤色小画素５２４は
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、共通の赤色表示信号Ｒ２によって駆動される。第２画素群５２の第５青色小画素５２５
は、第２青色明表示信号Ｈ（Ｂ２）によって駆動される。第２画素群５２の第６青色小画
素５２６は、第２青色暗表示信号Ｌ（Ｂ２）によって駆動される。
【００５１】
　図１８に示すように、ハッチングが付された小画素は暗表示信号により駆動される。暗
表示信号によって駆動される小画素は、画素群の全体に均一に分散されており、図２を示
して説明した輝度が不均一となる従来の問題が抑制される。同時に、明表示信号と暗表示
信号の両者によって駆動することで、カラー歪と視野角が改善される効果が維持されてい
る。
【００５２】
　第２実施形態のカラーディスプレイ５０では、図１７と図１８に示した二つの明表示画
素及び暗表示画素において、前述した第１実施形態のカラーディスプレイ３０の８種類の
駆動方式を採用することもできる。
　第１の駆動方式を採用する場合、小画素に出力される明表示出力信号は、参照テーブル
８０から得られる明表示信号参照値と等しくなる。また、小画素に出力される暗表示出力
信号も、参照テーブル８０から得られる暗表示信号参照値と等しくなる。
　第２の駆動方式を採用する場合、小画素に出力される明表示出力信号は、参照テーブル
８０から得られる明表示信号参照値と等しくなる。一方、小画素に出力される暗表示出力
信号は、その小画素に隣接する同一色の小画素に対する指示信号に対応する暗表示信号参
照値の平均値を用いる。しかしながら、暗表示用の緑色小画素については、隣接する緑色
小画素が一つしかないため、平均値が計算されない。ここでは、暗表示用の青色小画素に
ついてのみ、第２の駆動方式が採用される。
【００５３】
　第３の駆動方式を採用する場合、第１実施形態のときと同様に、調整指示信号が計算さ
れる。即ち、各画素群の第２行に位置する小画素への明表示出力信号又は暗表示信号は、
その小画素に対する指示信号と、その小画素群に隣接する画素群の同一色に対する指示信
号とを平均した調整指示信号を計算し、調整指示信号に対応して参照テーブル８０に記述
されている明表示信号参照値又は暗表示信号参照値によって得られる。
　第４の駆動方式を採用する場合、第２の駆動方式と第３の駆動方式との組み合わせであ
ることから、第３の駆動方式に則して調整指示信号を計算するとともに、第２の駆動方式
に則して暗表示出力信号を調整することとなる。
　第５の駆動方式を採用する場合、前記した第３の駆動方式の適用を拡大するものである
ことから、各画素群の第２行に位置する小画素に加えて、第１行第３列に位置する小画素
についても、調整指示信号の計算を行うこととなる。
　第６の駆動方式を採用する場合、第２の駆動方式と第５の駆動方式との組み合わせであ
ることから、第５の駆動方式に則して調整指示信号を計算するとともに、第２の駆動方式
に則して暗表示出力信号を調整することとなる。
【００５４】
　第７の駆動方式を採用する場合、前記した第５の駆動方式の適用を拡大するものである
ことから、各画素群の第２行に位置する小画素および第１行第３列に位置する小画素に加
えて、第１行第２列に位置する小画素についても、調整指示信号の計算を行うこととなる
。
　第８の駆動方式を採用する場合、第２の駆動方式と第７の駆動方式との組み合わせであ
ることから、第７の駆動方式に則して調整指示信号を計算するとともに、第２の駆動方式
に則して暗表示出力信号を調整することとなる。
【００５５】
　上記した８つの駆動方式を第１実施形態のカラーディスプレイ３０に採用する場合と、
上記した８つの駆動方式を第２実施形態のカラーディスプレイ５０に採用する場合との違
いは、小画素の異なる配置や小画素の明表示信号又は暗表示信号の異なる配置にある。加
えて、第２の実施形態では、緑色暗表示信号により駆動する緑色小画素が複数の緑色小画
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素に隣接していないことから、第２の駆動方式が青色小画素のみに適用できる点が異なっ
ている。
【００５６】
　上記した小画素の配置を採用し、上記した駆動方式を採用することによって、小画素へ
の明表示出力信号や暗表示出力信号を円滑に均衡させることができ、突発的な色変化を抑
止することができ、円滑な画像を表示することが可能となる。
【００５７】
　画素群の配置は、第１実施形態や第２実施形態に説明したものに限定されない。例えば
図７に示した第１実施形態において、第１画素群３１の区画を右方へ１列移動させ、新た
な第１画素群を、旧第１画素群３１の第３赤色小画素３１３と第４赤色小画素３１４と第
５青色小画素３１５第６の赤色小画素３１６および旧第２画素群３２の第１緑色小画素３
２１と第２緑色小画素３２２を含むように構成してもよい。
　あるいは、第１画素群３１の区画を右方へ２列移動させ、新たな第１画素群を、旧第１
画素群３１の第４赤色小画素３１４と第６赤色小画素３１６および旧第２画素群３２の第
１緑色小画素３２１と第２緑色小画素３２２と第３赤色小画素３２３と第５青色小画素３
１５を含むように構成してもよい。
　あるいは、第１画素群３１の区画を１列下方へ移動させ、新たな第１画素群を、旧第１
画素群３１の小画素の一部と旧第４小画素３４の小画素の一部を含むように構成すること
もできる。
【００５８】
　本発明を実施するカラーディスプレイの特徴は、画素群には少なくとも３色のカラー画
素が含まれ、各カラー画素が少なくとも２個の小画素を備えており、小画素の配置が画素
群よって変化することにある。即ち、このカラーディスプレイには、複数の第１画素群と
複数の第２画素群が含まれており、各第１画素群には３色のカラー画素が含まれており、
各色の画素には少なくとも２個の小画素が含まれている。この小画素を、第１の配置方式
に従い第１の画素群を形成する。また、各第２画素群には３色のカラー画素が含まれてお
り、各色の画素には少なくとも２個の小画素が含まれている。この小画素を、第２の配置
方式に従い配置して第２画素群を形成する。そして、第１画素群と第２画素群を、１軸（
行方向あるいは列方向）に沿って交互に配置する。
【００５９】
　第１画素群や第２画素群では、第１小画素と第２小画素が第１方向に隣接して配置され
ており、第３小画素と第５小画素が隣接して配置されており、第４小画素と第６小画素が
隣接して配置されており、第１小画素と第２小画素のいずれか一方が第２方向に沿って第
５小画素に隣接して配置されていることが好ましい。さらに、第１画素群では、第５小画
素と第６小画素が第３方向に隣接して配置されており、第２画素群では第５小画素と第６
小画素が第４方向に隣接して配置されていることがこのましい。ここで、第１方向と第２
方向と第３方向と第４方向は互いに異なる方向である。
　例えば図１６に示すように、第１画素群５１の第１小画素５１１と第２小画素５１２は
水平方向に隣接配置されており、ここで第１方向は水平方向といえる。第２小画素５１２
と第５小画素５１５は垂直方向に隣接配置されており、第２方向は垂直方向といえる。ま
た、第２画素群５２の第１小画素５２１と第２小画素５２２は水平方向に隣接配置されて
おり、第２小画素５２２と第５小画素５２５は垂直方向に隣接配置されている。加えて、
第１画素群５１の第５小画素５１５と第６小画素５１６は第３方向である一方の対角方向
に隣接配置されており、第２の画素群５２の第５小画素５２５と第６小画素５２６は第４
方向である他方の対角方向に隣接して配置されている。
　上記の配置において、第１のカラー画素の第１小画素は第１のカラー暗表示出力信号に
よって駆動し、第１のカラー画素の第２小画素は第１のカラー明表示出力信号によって駆
動し、第２のカラー画素の第３小画素と第４小画素は第２のカラー出力信号によって駆動
し、第３のカラー画素の第５小画素は第３のカラー明表示出力信号によって駆動し、第３
のカラー画素の第６小画素は第３のカラー暗表示出力信号によって駆動する。それにより
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、暗表示信号によって駆動される小画素や、明表示信号によって駆動される小画素が、均
一に分布することとなる。
【００６０】
　加えて、第１画素群の小画素は第１の信号群によって駆動し、第２画素群の小画素は第
２の信号群によって駆動する。ここで、第２の信号群は第１の信号群とは異なっている。
第１の信号群と第２の信号群は、共に、少なくとも明表示信号と少なくとも暗表示信号を
含み、ここで明表示信号群には異なるカラー画素に対応する複数の明表示信号が含まれて
おり、暗表示信号群には異なる色に対応する複数の暗表示信号が含まれている。
　明表示信号と暗表示信号は、対応色の複数の指示信号に基づいて選択され、選択された
明表示信号と選択された暗表示信号は、合せて指示信号に対応する色を表示する信号とな
る。
【００６１】
　好ましくは、対応画素の被選択明表示信号と被選択暗表示信号の正面視と側面視の間の
正規化透過率差は、指示信号の正面視と側面視の間の正規化透過率差よりも小さい。加え
て、被選択明表示信号と暗表示信号によりまたユーザは指示信号と等量の輝度を得ること
ができ、カラーディスプレイのカラー歪を改善することができる。
【００６２】
　以上、本発明の具体例を詳細に説明したが、これらは例示にすぎず、特許請求の範囲を
限定するものではない。特許請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例を様々
に変形、変更したものが含まれる。
　本明細書または図面に説明した技術要素は、単独であるいは各種の組み合わせによって
技術的有用性を発揮するものであり、出願時請求項記載の組み合わせに限定されるもので
はない。本明細書または図面に例示した技術は複数の目的を同時に達成するものであり、
そのうちの一つの目的を達成すること自体で技術的有用性を持つものである。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】従来技術によるカラーディスプレイの小画素を配置を示す図である。
【図２】従来技術による明表示信号と暗表示信号を用いてカラーディスプレイの小画素を
駆動する様子を示す図である。
【図３】カラーディスプレイを視認するユーザの位置Ｑ（ψ，θ）の定義を示す図。
【図４】赤色光のグレースケール値と正規化透過率との関係を視認方向（ψ，θ）毎に示
すグラフ。
【図５】緑色光のグレースケール値と正規化透過率との関係を視認方向（ψ，θ）毎に示
すグラフ。
【図６】青色光のグレースケール値と正規化透過率との関係を視認方向（ψ，θ）毎に示
すグラフ。
【図７】第１実施形態によるカラーディスプレイの小画素配置を示す図。
【図８】図７に示す小画素配置に対して第１の駆動方式を採用した場合に、各小画素に対
して出力される表示信号を示す図。
【図９】図７に示す小画素配置に対して第２の駆動方式を採用した場合に、各小画素に対
して出力される表示信号を示す図である。
【図１０】図７に示す小画素配置に対して第３の駆動方式を採用した場合に、各小画素に
対して出力される表示信号を示す図である。
【図１１】図７に示す小画素配置に対して第４の駆動方式を採用した場合に、各小画素に
対して出力される表示信号を示す図である。
【図１２】図７に示す小画素配置に対して第５の駆動方式を採用した場合に、各小画素に
対して出力される表示信号を示す図である。
【図１３】図７に示す小画素配置に対して第６の駆動方式を採用した場合に、各小画素に
対して出力される表示信号を示す図である。
【図１４】図７に示す小画素配置に対して第７の駆動方式を採用した場合に、各小画素に
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対して出力される表示信号を示す図である。
【図１５】図７に示す小画素配置に対して第８の駆動方式を採用した場合に、各小画素に
対して出力される表示信号を示す図である。
【図１６】第２実施形態によるカラーディスプレイの小画素配置を示す図。
【図１７】第２実施形態によるカラーディスプレイを明表示信号と暗表示信号を用いて駆
動する様子を示す図。
【図１８】第２実施形態によるカラーディスプレイを明表示信号と暗表示信号を用いて駆
動する別例の様子を示す図。
【図１９】カラーディスプレイの参照テーブルを示す図。
【図２０】カラーディスプレイの信号処理システムの構成を示す模式図。
【符号の説明】
【００６４】
　１０：カラーディスプレイ
　１１，１２：画素群
　１１１：第１赤色小画素
　１１２：第２赤色小画素
　１１３：第３緑色小画素
　１１４：第４緑色小画素
　１１５：第５青色小画素
　１１６：第６青色小画素
　２００：液晶ディスプレイ
　３０：カラーディスプレイ
　３１：第１画素群
　３２：第２画素群
　３１１，３２１：第１緑色小画素
　３１２，３２２：第２緑色小画素
　３１３，３２３：第３赤色小画素
　３１４，３２４：第４赤色小画素
　３１５，３２５：第５青色小画素
　３１６，３２６：第６青色小画素
　３３：第３画素群
　３４：第４画素群
　３４１：第１緑色小画素
　３４２：第２緑色小画素
　３５：第５画素群
　３５５：青色小画素
　３６：第６画素群
　３７：第７画素群
　５０：カラーディスプレイ
　５１：第１画素群
　５２：第２画素群
　５１１，５２１：第１緑色小画素
　５１２，５２２：第２緑色小画素
　５１３，５２３：第３赤色小画素
　５１４，５２４：第４赤色小画素
　５１５，５２５：第５青色小画素
　５１６，５２６：第６青色小画素
　８０：参照テーブル
　８１：指示表示信号群
　８２：明表示信号群（明表示信号参照テーブル）
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　８３：暗表示信号群（暗表示信号参照テーブル）
　９０：信号処理システム
　９１：第１参照値決定部
　９２：第２参照値決定部
　９３：データ選択器
　９４：タイミングコントローラ
　９６：データ駆動装置
　９７：走査駆動装置
　９８：ディスプレイ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】
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